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M.M.ドブロトゥヴォールスキーの

アイヌ語・ロシア語辞典

(カザン，1875年)

M.M.ドブロトゥヴォールスキー著

寺 田 吉 孝訳

安 田 節 彦訳

訳者まえがき

今回の訳出部分は， (k)， (l)， (m)で始まる約500の単語である。 (l)は，アイヌ語では

用いられない音である。しかし，編集者の注によれば，アイヌの間で耳にする可能性があるの

で，掲載したと書かれている。しかし，それらの単語はすべて，ドブロトゥヴォールスキー本人

ではなく，他のアイヌ語辞典に掲載されていたものである。

p.159にあるk･yakkoは， からのローマ字への転写である。k･yakkoの「･」は，分

離記号 からの転写として用いている。
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3260 Kosyeru. (動）吸収する，吸い込む．Tambaku pa―，（たばこの煙を）吸い込む．

Kosina. (動）巻いて縛る，縛る．（同）tas’ko, komas’ko.

Kosiryeba. Mos. 単独では用いられない単語．― i. Mos. やってくる，近づく．

Kositsura. Mos. 負いひも，剣帯．

Kosnye. (形）軽い．

Kosonto. (名）錦（満州の布地）．

Kosontu. Mos. 袖の短い衣服（日本語の kosodyeから）．― tupye,ryepye. ２あるいは

３着の袖のある衣服．

Kosote. Mos. ⇨ kosontu.

Kosumpu，あるいは kosumbu. (名）シャーマンの神，神々．

Kos’ma. (名）息子の嫁．

Kota. (前）～にそって，～に．Ekisanis’kota tajkye，こめかみを殴る．

3270 Kotakka. Dav. 塗ってふさぐ，貼る．

Kotama. (名）追加．（動）付け加える，注ぎ足す，追加する，振りかけ足す．（同）

ukotama.

Kotamburi. Dav. 習慣，Pfによると，土地の風習．

Kotangis. (地）Pavl. マヌヤ（Manuya， ）の北方115露里にある川とアイヌ

の村．Kotankis. Shm. Kotan’kis’. Br.

Kotano. Dav. 村あるいは人の住むところ．

Kotanturu. (地）マヌヤの北方99露里にあるアイヌの村．Shm. ストゥカンビス

（Stukambis， ）岬の南方にある川．

Kotanunı. Kr. 先の尖った防塞用木柵．

Kotan. (名）村，町．Dav. 場所．Mos. 場所，国，道，村．Kr. Lang. Kam. 土

地．Kotan’. Pal. 土地．

― ıbakita. Mos. ある場所の外，あるいは町の外にあるもの，郊外，郊外の集落．

― kara，住みつく．

― kara-kamoj. Mos. 神，仏陀．

3280 ― karappye. (名）創造主，神．

― koro. (形）人口の多い．

― okojma. Mos. 植物の名．
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Kotan-sibiあるいは shibi. Mos. 花が咲いている，よく耕されている，字義通りは「場

所の開花」．

― uturu. Mos. 場所の境界，土地あるいは区域の境界．

― shiri. Mos. (コタンシリ），居場所，住処．Ikoro kotan-shiri monoshiri anna?

あなた（あなたたち）は達者か？

Kotakhma. (動）（傷に）ぴったりくっつく；くっついている～．Situ kotakhma opas’，

スキーにくっついた雪．（反）ikorara.

Kotyeki-nikiri. Mos. 手でつかむ（アイヌ語の kotyekiおよび日本語の ni giri「握るこ

と」から）．

Kotoko. (名）五徳 日本語の単語>

Koto-koto. (動）揺り動かす．（同）koya-koya.

3290 Kotoma. Mos. おそらく，日本語の kotomo「そのことはもちろん，このことも」から

であろう，

― an. Mos. そのことがある（die Sache ist）．An kotoma an，居合わせること（存

在していること）；もちろん，いる（ある），日本語では，kotomo-aru（動詞と結合

される表現）．

Kotomasye. Mos.an―, Mos. その通りだ，実際そうだ．

Kotomubye. Mos. 似ている；類似．― nye kushiu. Mos. それら似ているので．

Kotonap. Lang.Kur. ビーバー．Kotonyep (kotohnaep). Kl.Kam. ビーバー．

Kotoro. (名）胴の前面，イナウの鉋の削り屑（inau kotoroのほうがよい），（魚の）腹．

Kotokhta.（動）（イナウ inauを）供物として捧げる．（同）ekorıtokhpa.Inau―，イナウ

inauを供物として捧げる（字義通りでは「腹に刻み目をつける」）．

Kotuvte (kotukhte). (動）固定する，貼りつける，（薄板を）くっつける，はんだ付けす

る．（同）ukotuvte, ukovyeusi.

Kotunte. (名）こだま，反響．

Koturu. Mos. 境界，従属国（abhangige Gegend）

3300 Kottsyennyenajpu. (地 Shm）デスタン（d’Estaing）湾にあるの小川．

Kotcha. Mos. (コツチヤ），前面；～の前に，～のいるところで．
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Kotcha-va. Mos. ～の前に，～がいるところで（前置詞として）．

― kye. Mos. 前面，前方に，前方から，～の前に，～がいるところで（前置詞として

も使われる）．

Koteki-nikiri. Mos. 握った手にもつ，ko「小さ部分」，tek「手」と日本語の nigiri

「手にもつこと，握ること」から．

Koteskye，あるいは kotyeski. (動）（テーブルを）近づける．（反）gyepisyo-trajye.

Kouyekaraba. Mos. ひっつかむ，急いで集める，自分の方へ引きつける．

Kokhka. (副 ）危ない．Pa pıs’kye―，年齢（生きた年の数）を数えるのは危険だ

Kokhko. (名）男性の名．

Kokh-kum. Lap. (koch-koum)，把手のついたニレ製の小さな四角い茶わん；飲むため

にも，カヌーから水を汲みだすのにも使う．

3310 Kokhnyeku. (名）（娘，姉妹，夫の姉妹の）つれあい，⇨ koko.

Kokhpa-kyeta. (副）前面に，面前に（例えば，茶わんが），⇨ syeturu-kaskyeta.

Kokhsa，あるいは― kyeta，入り口のこちら側に，Tishyekokhsa kyeta，家の入り口の側

に．Nan kokhsa kyeta，面前で，腹の側に（前から）．

Kokh. (名）穴，くぼ地．Syeta kokh ouri，犬が穴を掘る．Naj kokh，水の流れのある

くぼ地．Vakhka koro kokh，水のあるくぼ地．Inau kokh, sakhtekh kokh，乾いたく

ぼ地．

Kotsi (kochi). (名）１．穴．Mos. ひっつかむ，握っている（kotsuとも言う），玄関入

り口の間，床（kochiとも言う）．２．場所（時間）．

― okhta oman te akhkas’＝ (khyekatstsi). 一年後，赤ちゃんが生まれた同じ月に歩き

始めた～．

Kochanna. Mos. ～がない，それは存在しない．可能法の形で．

Kochanua. Dav. 不必要に．H. ⇨ va.

Kochan，不快に，不愉快に，不必要に．日本語の表現．（同）etunnye. Mos. ～がな

い，起こらない．―（副）いまいましく．（動）不同意のしるしに首を横に振る．

⑴ 副詞となっているが，例文は，ロシア語の無人称副詞としての副詞を含む文と同様，述語として用いられて

いる。
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Kocharu-vyen. (動）罵る，人の悪口をいう．（同）vyempyesani.

3320 Kochi-uvyen’. Dav. でこぼこした．

Kochobye (kochopye). (名）（地）カルサコフ（Karsakov， ）の東方50露里

にあるアイヌの村．

Kochubu. (動）包む，くるむ，折り曲げる（裾の中へ）．

Kochuvpa. (動）包む，くるむ，折り曲げる．

Koshyeppa. Mos. 剣の鍔（つば）（コセツパ），日本語では syeppa（セツハ）．

Koshinye (koshnye)（コシ子）．Mos. (重さが）軽い；および koshini. Mos. 度々

の．

Koshinyeno. Mos. 単独では用いられない単語．

― karu. Mos. 軽くする，もっと軽くする（重さについて）．Koshinino-karu. Dav.

軽くする．Ｎ ．⇨ no.

Koshirunkoru. Mos. 使いやすい，効果がある．

Koshmatnye. Mos. (コシマツ子），結婚する，嫁に行く．

Koshni. Dav. 軽い．Kl. Sakh. 軽いもの．Mos. (重さが）軽い，koshnye（コシニ）

とも言う．

3330 Kosh-matsiあるいは kosh-mats. Mos. (コシマチ），花嫁，同じく，妻の姉妹，夫の姉

妹，息子の嫁．Kosh mats. Dav. 息子の嫁．

Koshcha. Mos. 前面にある～；～の前に，～のいるところで（？）．

Koshchava. Mos. ～の前に，～のいるところで．Kamuj―. Mos. 神々の前で．

Koshchakye. Mos. 前から，～の前に，～のいるところで．

Koekhankye. (動）近づく．

Koyubu. Mos. 大量の物．

Koyukhkye. Pt. きつく，固く．

Koyajkus’. (動）不可能だ，する力がない，できない．Tanye oman koyajkus’，今は

（私は）行けない．

Koyajrika. (動）気を悪くさせる，侮辱する，束縛する．（形）高慢な，恥知らずの．

Koya-koya. (動）（薬を）かき混ぜる，（一杯になったコップから）こぼれる．

3340 Koyama. Kl.Kam. 波（複数）．

Koyantono. Mos. 家の所有者（日本語の kyatono「あばら家の主人」から）．

Kpyekryej gina. Lang. Kam. 飲 む．Kpyekryeigiua. Kr. 飲 む．Pal. kpye-

kryei giua，飲む．

⑵ の誤記載であろう。

⑶ 不明
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Kpommachı. Kr.Pal.Lang.Kam. 娘．

Kpugu. Kr.Pal.Lang.Kam. 息子．

Krafto. (地) ⇨ Karakhtu.

Kryek. Pal.Bro.(creak)，あご髭，ほお髭．

Ksa. Kr.Pal. 姉．

Ksaba. Stral. 頭．

Ksabanuma. Stral. 毛．

Ksar. Kr. 耳（複数）．Pal.Lang.Kam. 耳（単数）．

3350 Ksibuturu.Dav. 額．Kl.Sakh.

Ksinyebyesam. Stral. ９．

Ksinyeppu. Stral. １，４．

Ks-lari (Qs-lari).Lap. 鳥の羽．

Ks-s’yegyeshyee (Qs-sieheche). Lap. トウヒ，エゾマツの板．

Ks-shara (Qs-chara). Lap. 耳（複数）．

Ktauzi. (地 Shm）同名の川と岬をもつ最北のアイヌの村．

― pal’. (地 Shm）この村の近くの山．

Ktous-pal. Glyen. 西方の連峰のラマルチニエル（Lamartin’er， ）峰，

ギリヤーク語の単語．

Ktusas. Kr. 大きな昆布．

K u. (名）弓（狩猟用の）．Ku gyekyem，あるいは ku makankye，弓を引く．― Kr.Kl.

Kam.Mats.Stral.Bro. 弓．―（代）私（k uaniの省略形），私の，自身（k uaniと

ともに用いられる）．K uani ku po go，私自身の娘．Mos. 私，私の，私たちの．

―（動）飲む，たばこを吸う（ikuの省略形）．Mos. する，つくる（単独でも，動詞

の前にも使われる）；後に置かれると，助動詞としての意味がよりはっきり表され

る；この場合，小詞 kyeおよび syeの結合の中でも見受けられた；―直す．

Kueramu-vyen，あるいは kueramu khokampa，あるいは kuos’koro，私はとても残

念だ（たとえば，焼失した財産が）．（同）tryekoro-yajramboki-vyen. ― Chokaj ku
 

eraman，私は分かる（理解した）．Eani nakhta imıan?― Ku ıkarakarapigi okhta

ku mırye! お前の衣服はどこだ？―着るように従卒 に渡した― Ku vantye，私

はわかる．― Kvani ku kampye nujye，私自身が書いている．Kvani ku nukara，私

自身が見た．Kiyanye ku po go, kiyanye ku makhpo，私の上の子供，私の長女．

⑷ 原文では とあるが， 「従卒」のことであろう。
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Kua. (名）棒．

3360 K uani (kvani). (代）私，私の．Mos. 私を（⇨ kani），私を通じて（対格あるいは

具格）

K u-ani chotchava rajgi. Dav. 弓を射る．

Kuba. Mos. 食いちぎる，嚙む．

Kubaba. Dav. 刺す，咬む（嚙むと同時に），嚙む．

― あるいは kupapa. Mos. 嚙む，嚙み砕く．

Kubyerikyep. Mos. 把手，鉤．

Kubujkoraribae. Mos. 聴覚．

Kubusyeya. Mos. 跪く，跪いている．

Kuvaba (kuvapa). (動）嚙む，咬む（刺す）．

Kuvkina. (名）薬草，バイケイソウ属．

Kuvtura. (名）役にたたぬもの．― uetara，怠け者，ろくでなし．

Kuv-atu.Dav. 弦．Nem ．ではKuw-otu.

3370 Kugaga (couhaha).Lap. こっちへ来い．

Kuda. Dav. (うっかり）こぼす．⇨ kutata.

Kudan. Lang.Kur.Kl.Kam.Balb.K.-Kur. 土地．

Kuddzh. Bro. 唇（複数）

Kudziaini. Dav. 請合う．

Kuj. (名）カラマツ，小便．Dav. 波（複数），うねり．Ｎ ：⇨ koj.

Kuidakf ani agokkaru. Dav. 頼む，Pfによれば，おそらく：Ku-itaku-ani akkunkari，

その上，何かについて知らせる，断固とした決意を示す．

Kujkajchupp. Mos. 11月．

Kuikui. Dav. 咀嚼する．

Kujkuj. (名）小さいシギ（鳥）．Mos. シギ．

3380 Kuikuyu. Dav. かじる．

Kuinaj. (地）タライカ（Tarajka， ）湖の水源，⇨ Najptu.

Kujokh (kujyokh). (名）膀胱．

Kujra. (動）こっそり忍び寄る（猟で）．

Kuiramuan. Mos. 何かを理解する．

Kujsaba. (名）膝，膝の骨― uturu，膝関節．

Kujsikyerakina. (名）水色がかった６枚花びらの小さい花．

Kuitaku. Mos. する，直す（⇨ itaku），あることについて上司に報告する．

⑸ 拙訳『アイヌ語・ロシア語辞典 』北海学園大学学園論集第155号2013年，p.153参照。

⑹ 不明

，寺田吉孝訳，安田節彦
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Kuitaiku-tsiki. Mos. 彼がしていた時

Kujtap. Lang.Kam. ガチョウ．Kuitap. Pal. ガチョウ．

3390 Kujto. (名）サギ．

Kuj-troko. Bro. 琥珀（アイヌはそれが anchi からできていることを知っていないよ

うだ）．

Kuitup. Kr. ガチョウ（複数）．１．大きいガチョウ，２．ヒシクイ（複数），３．シ

ジュウカラガン（複数）．Lang.Kur.Kl.Kam. ガチョウ（単数）

Kujyum-poni，あるいは pakhtekh-poni，腸骨（ossa ilei）．

Kuka. Kl.Kam.Brot. 弓の弦（つる）．

Kukani. Fyur. 金．

Kukye. Mos. ～させる，尊敬動詞として：する（⇨ kye）；小詞，意味については，

⇨ ku；する，直す．

Kukyev. (名）あご．― poni，（トドの）下あご．

Kukka saba. Dav. 膝蓋骨，⇨ kuj-saba.

Kukkorosi. Mos. (クツコロシ），腰，太腿．

3400 Kukumbye (kukumpye). (名）飲み物．Khyemata kukumbye khyemanyea? これは何と

いう飲み物か？

Kukumiva. Kr.（地）クリル諸島の６番目（ミッレルの計算では５番目），Kukumisha

とも言う．Kr.

Kuma. (名）（細い）竿．（同）turi. Syeta kuma okhta，犬が竿の上にいる（竿に結びつ

けられている）．Gyemoj kuma，カラフトマスを乾燥させるための竿．

― ikus’pye, kuma-sakhmaが縛りつけられている柱．

― kara，竿のあちこちに掛ける（ya―）．

― kata sakhkye，竿に干す（ニシンを）．

― sakhma, kuma用の支柱，kuma「（ニシンを干す時の）細い竿」を横に渡す「太い竿

（複数）」．

Kumaakhgunkyema. (名）女性の名．

Kumamu. Mos. 魚を獲るための熊手状の竿．

Kumani. Mos. 梁，鎹（かすがい）．

3410 Kumaubo. Mos. 植物の名．

Kumbye(kumpye)，未来時制のしるし．Ukojki an kumbye khyetanyea? 戦があるのだろ

うか？ けんかになるのだろうか？ Temana an kumbye khyetanyea Pokhna-kotan?

ポフナ・コタンはどんなだ（どうなるだろう）？ Éneka ikonye kumbye nenango

（あるいは ikonye kusukara nenango），このように，おそらく病気になるだろう．

Koro eas’kaj an kumbye khyemanyea? これをもらって（借りて）いいか？

ルスキーのアイヌ語・ロ

⑺ 本辞典p.17に「石炭」と記載されている。
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Kumbiniyakinyu. Dav. もし～ならば．

Kumyeraikye. Pal. 円．

Kumiushpi. Dav. かび（kumiushpi），Nem ．では：kumishpiおよび kumushpi.

Kumunaj. (地）クスナイ（Kusunaj， ）の南方31露里にある小川とアイヌの

村．

Kumusye-ekamu-poni. (名）膝の骨．（同）ausikam poni.

Kumusryerapu. (地 Shm）⇨ komosirarabo.

Kumshi. Pal. 膝．

Kuna，未来時制をつくる小詞，⇨ khannyekh.

Kunana. (名）おかあさん．⇨ nana.

3420 Kunau. Mos. 植物の名．

Kunashiri. Mos. (クナシリ），アイヌの島の名．Kunashir. Kr. (地）クリル諸島の

22番目（ミッレルの計算では21番目）の島．

Kungiashi. Mos. (クンギアシ），丸い構造の商船．

Kundi. Dav. 配る，⇨ konte.

Kunyeva ebi. Dav. 朝食．N. ：⇨ kuni-ipye.

Kunyetsu. Kl.Mats.Bal.Sakh. 月．

Kuni. (名）夜，夜の― chuf，夜の天体，月．

― ukhturu. (名）海藻（食用）．

― chikap，夜の鳥．

Kunino. (形）夜の，var ．kuninu.

Kunisiku. Mos. 同情する，容赦する．

Kunıs’，文を補う小詞；kunおよび kumbyeとして現在および未来を意味することがで

きる．― Kasituru an konte kunıs’，（アイヌに）カシトゥル を渡した．

3430 Kunkutu，（数）10匹のクロテン，あるいは snye―.Tu―，20匹のクロテン，t rye kun-

kutu，30匹のクロテンなど．― Mos. 白と黒の羽を持つワシの一種．

Kunnye. (形）黒い．Mos.―Lang. Mats.―Mos. さらに，shiri-kunnyeの意味にある

「晩あるいは夜の闇」．

⑻ 拙訳『アイヌ語・ロシア語辞典 』北海学園大学学園論集第155号2013年，p.153参照。

⑼ 不明

⑽ 不明。

男性の名。
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Kunnye-van. Mos. 早朝．

― ibye. Mos. 夕食．

― ka. Mos. 黒い色に塗る．

― ryeki. Mos. フクロウ（字義通りは：黒い髭の）

― ryeushino. Mos.（ク子レウシノ），泊まる，夜に（乗り物で）立ち寄る．

― tomu koru. Dav. 黒色．Mos. kunnye tomu，黒色．

― tumu. Mos. 黒色，黒い染料．kunnye-tumu-koru. Mos. 黒色をしている．

― furyepp. Mos. 黒いベリー，あるいは，ある種の黒いベリー．

3440 ― chup. Mos. 月（字義通りは，「黒い太陽」あるいは「夜の太陽」）．

Kunni. Dav. 黒い ．Lang.S.Sakh.Kl.Sakh.Mos. 黒い．

― no karu. Dav. 黒く染める，kunnyeno-karu. Mos. 黒くする，黒く染める．

― riushi nubaj. Dav. 夜に行く ，⇨ kuni-ryeushi-no-baj.

― tama. Dav. 瞳；kunnye-tama. Mos. 瞳．

Kunru. Dav. 氷．

Kunu. Mos. 聞こえる．Kunu rui taban. Mos. 聞こえた後で； ⇨ khan.

Kunuva kuirama anuva. Dav. 言葉を理解する．

Kunukanro. Mos. (ku-nukaru-roの代わり），尊敬動詞として，「見る，見せる」：ま

た，可能法の形で，「見ることができる，彼は見ることができる，（あなたは）見るこ

とができる」

Kunukaru. Mos. 見る，見える．

Kun. Kl.Sakh. 槍；kumbyeの省略形．Tyemana an kun kotan khyetanyea? それは

どんな村か？

Kupapa. Dav. 刈る，kuvaba「かむ」の誤記．

3450 ― va piriba. Dav. 嚙み砕く．

Kupyecha. (名）カモ．Naj―，川のカモ，Atuj―，海のカモ．

Kupishi-dshumbye-korubye. Mos. (クピシヅンベコルベ），海にいるの大きなカニの一

種．

Kupka. Mos. (クプカ），鉄．

原文では， と書かれているが， のことであろう。

原文では， と書かれているが， の誤記であろう。
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Kupopkyeauva. Pal. 熱．

Kuppaku. Mos. 器の縁あるいは先端，pakuとも言う．

Kuppyetye. Mos. 梭のように揺さぶられる板．

Kuramuku. Kl.Sakh. 匂う，嗅ぐ．

Kuramu-tuj. Mos. 脅す，びっくりする．

Kurasno (kuras’no). (形）黒い，暗い（nısoro）．

3460 ― t ryekh，黒い髪の，黒い髭の．

Kurasnonajpu. (地）エビシ（Ebisi， ）の南方にある小さな川．Shm.

Kuras’no-yajkani. (名）鉛．

Kurats. Mos. ⇨ koratsi.

Kurye. Lang.Mats. 赤い．

Kuryetsis’. (地）マヌヤ（Manuya， ）の北方34露里にあるアイヌの村．

Kurı. (名）日陰．Mos. (guriとも言う），日陰．

Kurimisye. Mos. 吠える，遠吠えする．

Kuroro. Mos. 雲．Kamuj ne kushiu aba orovano tu byekyerye kuroro，神々のお陰

で，山の斜面の扉から 輝く雲が現れる．

― uvyen’. Dav. 健康状態が悪い，⇨ kiroro-vyen.

Kuru (koro)，身につける．―Kukh―，帯をつける．―Mos. 人（主に複合語で使われ

る，guruとも言う）．

3470 Kuruan. (動）もやでおおう，おおわれる，⇨ chichari.

Kuruki. (名）えら．Dav. kurugi.

Kuruma. (名）（４輪荷馬車の）車輪

― koro sori. (名）４輪荷馬車．

Kurumpu. (形）とても黒い（たとえば，黒人），日本語の単語．

Kurumusye.Mos. マツマイあるいはアイヌの土地の古代の住人．

Kurumusika. Mos. 座っている，ずっといる，住んでいる，跪いている（跪く）．

Kururo. Mos. 雲．

Kuruumakua. Dav. Nem ．では 引きずる．（同）aniva apkash.

Kurukh. (地）カルサコフ（Karsakov， ）の西方81露里にある川．

3480 Kurutsubye. Mos. 霜，樹氷．

Kur. Kl.Kam. 人．

Kusa. (動）（弓を）射る，運ぶ（ikusaの省略形），たとえば，船に運ぶ．

原文からの直訳。

拙訳『アイヌ語・ロシア語辞典 』北海学園大学学園論集第155号2013年，p.153参照。
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Kusari. (名）甲 ，鎖かたびら，日本語の単語．

Ku-sye. Mos. 小詞，意味については ⇨ ku.

Kusisika-iva-ka. Mos. 跪いている．

Kusiugye. Kr. 女中．

Kuso! 畜生 ろくでなし 悪党 （アイヌの罵り），日本語の単語．

Kustrari，女性の名．

Kusu. (前）～のゆえに，～のために；未来時制のしるし．Nakhta okaj an kusu? どこ

にいくべきか？ あるいは，どこに座るべきか？ Inkara kusu san，（彼は）見に

（海へ）行くところだ．

3490 Kusuan，省略して kusu-a，直説法の現在時制のしるし．Nuakh kusuan，うめいている．

Kusujkı，未来時制のしるし．Kiro numan konte kusujkı，（彼は）長靴を晩にくれるだろ

う．

Kusukara，始める（助動詞）．Mun truf ―，草が育ち始めている．Mun sikakh kusukar-

a，未来時制（kusujkıと同様に），現在時制，過去時制のしるし．Ampa kusu kara?

e! 持って行くのか（持って行ってしまったのか）？ うん Traj kusukara，死が

近い，死の準備をしている．

Kusunaj. (地）サハリン西岸の北緯47度58分17秒にあるアイヌと日本人の村．Bar.

Kusunnaj,Glyen.― Rudによると，47度59分24秒．― Bar. Kussunaj. Shm.

Kusun-kotan. (地）カルサコフ（Karsakov， ）哨所の東方半露里のアイヌ

と日本人の村（アイヌ語では，トマリ（Tomari， ）あるいはトマリ・オロ

（Tomari-oro， ））．

― cha（arapyekhchaとも言う），川の対岸，向こう岸．

Kusuri. (名）薬，民間薬，在庫品（たとえば，銃の火薬），毒物，種（播種用の）．

Mos. 薬，日本語の単語．

― tonu，医師，医者．

― eva traj，（キツネが）毒にあたる，毒にあたって死ぬ．

Kutangis. (地）Kotangisとも言う，マヌヤ（Manuya， ）の北方115露里にある

アイヌの村．

3500 Kutata. (動）注ぐ，満たす，（粉状のもので）満たす，流しだす，こぼす．Pas’―，イ

ンクをこぼす．

Kutakhkye. (動）こぼす，こぼれる，流し出す，流れ出る，こぼす，こぼれる．Itan’ki

―（テーブルが揺れたときに）．

原文のまま。 のことであろう。
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Kutakhte，持ってくる（⇨ ute）．

Kutotesu. (名）帯の輪に通された鉄製の小さい鎖．

Kuttarye. Mos. (クツタレ），ニシンの幼魚を全滅させる鯨の一種．

Kuttomu. Mos. (クツトム），乾く，乾ききる．

Kutunus-najbu. (地）クスナイ（Kusunaj， ）の南方 13露里にある小川

（Byelk.）．

Kuturyesh-po. Mos. (クツレシポ），妹，元来は，私自身の妹．

Kuttsi. Mos. (クツチ ），帯．（クツチ），植物の名．

Kuttskungo. (地 Shm）カスピ（Kaspi， ）およびヴェンコタン（Vyenkotan，

）の北方の山．

3510 Kut. Kl.Kam. 帯．

Kuu. Dav. 槍．Lap.(couhou)，弓．

Kufkye. 留め金や輪の付いた皮製の帯．

Kufterye. (名）脂を入れておくの袋（ドドの胃袋製）

Kuf (kukh, kutsi). (名）帯，幅広の長い帯．

― jokhte. (名）帯を留めるための鉄の輪．

― jokhte kani，帯の留め金．

― kani. (名）１．留め金に似た帯の銅製のブローチ．２．娘用の帯のさまざまな彫物

のある真鍮製の輪（複数）．

― pita，あるいは pitata，帯を解く．

― pusa，男性の帯の装飾品．

Kukh，⇨ kuf.

3520 ― kuru，帯を着ける．

― pitata，自分の帯を解く．

Kutsi（悪口，卑語），⇨ kuf.

Kutsikanna. Mos. 嘘，嘘をつく．

Kutsımu. (名）声が出ないこと，声がしゃがれていること．（同）khau-omu.

Kutsıs’. (名）鰭脚亜目の動物の体の前部，殺された鰭脚亜目の動物（たとえば，トド）

の頭や体の前部，⇨ ora.

Kutsu. Mos. 帯．

Kuts-tomo-koppye. Mos. まだらの帯．

Kucha. (名）仮小屋．Pos’―，テント，天幕．Yara ―，樹皮でできた仮小屋．Fyur.

家．

原文のまま。
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Kuchankuruga akkari akkari. Dav. 強制する．

Kuchan. (名）雌熊．

Kuchasti. Dav. だめにする．

Kuchiri. (名）小熊に似た黒色の或る獣（犬ほどの背丈）．

3530 Kusha. Mos.（クシヤ），荷を負わせる；荷自体あるいは積荷，宝．

Kusha ambi yangi. Dav. (荷を）降ろす．

Kushi. Kr. (地）クラシェニンニコフの説によると，クリルを意味する．Kykh-kushi

はイトゥルプおよびウルップのクリルの人々，つまりアイヌの呼び名．Mos. ～な

ので，～なのに（⇨ gushi）；元々「弓の真ん中」を意味し，関係や必要を表すた

めに使われる．

Kushiri（クシリ）．Mos. 薬，日本語の kusuriから．

Kushiu. Mos. ～のために，～の原因で，～のために（この小詞の前後には，よく小詞

neがある），～なので，～の時，～ように（クシユ）．

Kushiu-kobakkuno-tyenai. Mos. 十二支の名．

Kushu. Mos. ～のために，～なので，なんとなれば～，～なのに

Kushuri. Mos. (クシュリ），薬（日本語の kusuriから）．Kushuriun. Mos. Ku-

shuriの生格．

― byets. Mos. 薬効のある川，字義通りは：薬の川．

Kushya. Dav. 荷．

― yakka. Dav. 積む，⇨ kusa.

Kuem’pompye. Lap. 人差し指．

3540 Kuenkye. (名）父母のいとこ．

Kuyakana. Kr. ツバメ（複数），アマツバメ（複数）．

Kfu. Kl.Mats. 弓（射るための）．

Kfuka. Kl.Mats. 弓の弦．

Kfunnye. Mos. 黒い．

― ebi. Dav. 夕食．Ｎ ．～にちがいない：kuni ipye，夜食．

― ebi yakka. Dav. 夕食をとる，⇨ yakka.

Kfupapa. Dav. 咬む，刺す．

Kchıshianua. Kr. (私は）泣いている．

Kshara. Mos. 耳．― uvyen’dye. Dav. 耳の痛み，⇨ kisaraおよび vyentye.

Kshyeri. Mos. 煙管（日本語の kisyeruから）．

不明
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Kshyeshyeri. Dav. セイヨウワサビ，⇨ kishyeshyeri.

3550 Kshigiri. Dav. チョウ；すべての昆虫が kshigiriと呼ばれる．Kshi giri. Kl. Sakh.

ウジ，⇨ kikkiri.

Kshiguri. Dav. ウジ．

Kshimatyeku. Mos. うちひしがれている．気落ちしている（kishimaで）．

Kshimatikuf. Dav. 怯える．Mos. kishimatyekuとも言う，うちひしがれている，気

落ちしている（kishima「締めつける」と小詞 tyekuから）．

Kshirutumam. Dav. 羅 宇（らお），⇨ kisyeri-tuman（Nem ．では，Kschir-

ituman）．

K･yakko. Lang.Kur. ビーバー．

Kykh-kurily. Kr. (地）クラシェニンニコフの見解では，「クリル」は，“kushi”という

語をコサックが誤って発音した語である．従って，kykh-kurilyの代わりに kykh-

kushiというべきだ」である．

Kykh-kushi. Kr. (地）「イトゥルプとウルップのクリル人」は，自らをこのように呼ぶ

（クラシェニンニコフの説によれば）．

Kyubi (Kubi). Kl.Sakh. 太っていること．（Fettheit）．

．

．アイヌ語の字母の12番目の文字※．

Lyejdyenksye. (地）シウ（Siu,Ciy）川の支流の支流，⇨ Najptu.

Lyepish. Brot. ８．

Lyeppu. Stral. ３．

3560 Lyep. Brot.(liep), ３．

※編集者注 正書法についての論文（p.50）で， の字母がアイヌ語にないことが指摘

されているが，この論文の終わりで，それがアルファベットの中に入れられている（p.

64）．おそらく，あるアイヌのところではそれを耳にすることがあるからであろう．アイ

ヌ語の字母の文字リストからの実際上の逸脱は，注の中で私が挙げたものの他に， が独

自の字母とみなされていないこと（発音上しかるべきところでは書かれているが）に理由

がある，また，アイヌ語の単語の中でしばしば出会う文字として， が入れられている．

拙訳『アイヌ語・ロシア語辞典 』北海学園大学学園論集第155号2013年，p.153参照。
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Lipaga あるいは Lipag，男性の名．Kr. (クリル人，シュパンベルグ船長の通訳）．

Lomori. (地）シウ（Siu, Ciy）川の支流（主なものの中で２番目），ギリヤーク語の単

語 ⇨ shyeuni.

Lyutoga. Rud . (地）⇨ truotaga.

．

．アイヌ語の字母の13番目の文字．

Ma. (動）泳ぐ，浮く（人について，しかし木についてではない）．Mos. 泳いで水面

をすばやく移動する．Ma（マー），焼く，焼いて調理する．（動）焼く，軽く焼く．

（同）chırye. Mos. (マ）もともと「離れる」を意味し，複合語で分離，除去を表

す小詞；その後に小詞 ka, kyeおよび kiが置かれる．

Maa. Dav. 泳いで，⇨ ma.

Maasa. (名）赤い木，それから日本人は酒盃を作る．

Mava. (形）飢えた．― t ram an，空腹である．

― an. Dav. 飢えている．Kl.Sakh. (shavaan)，飢えた．

Mavashino. Mos. 単独では用いられない単語．

― nobo. Mos. 難なく，易々と．

3570 Mavyetuj，⇨ mauyetuj. Mavyetuj kusukara，苦しむ，悩む．

Mavyechijchuf. (名）９月．

Magatsi. Lapyer. チューリップの一種．

Magidye. Lang.Mats. ナイフ．

Magiri. Dav. 小さなナイフ．Magiri. Lang.S.Sakh. Kl.Sakh. Mos. ナイフ．

Mada ogyeriva. Dav. 冬が通り過ぎた．

Madapa. Dav. 冬．Kl.Sakh.

Madariyava. Dav. 冬を越す．

Madzhiddi. Kl.Mats. Brot. ナイフ．

Madirpye. Kl.Kam. 姉妹．

3580 Maj，あるいは tetara maj，白内障 ，水晶体の混濁，しろそこひ．

本辞典の付録p.38に文献情報がある『ルダノフスキィのサハリン島の地形概観（

）』のことで

あろう。

原文では， と記載されている。
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Majminye. (名）乙女．

Majnye，あるいはmakhnye. (形）女性の．

Maka. Mos. (親しい者が）別れる（⇨ tsipp），開く（⇨ aba），（乗り物で）遠ざか

る，出帆する．

Makajo. Mos. 植物の名．

Makani. Mos. (建物の）梁，桁．

Makanits. Mos. (マカニツ）矢の穂，鏃．

Makankye. (動）（弓を）張る，（ku ―），（熊の頭骨を）川の上流へ持っていく．

Makan. (動）川の上流に行く．Mos. 登る，上がる．（同）chıvka.

Makan-ruru. Mos. 北の海；makanyeruruの代わりの省略形らしい；v kritikye ：

（海の）干潮，maka「別れる，退く，離れる」から．

3590 Makaponrau. Mos. 登る，上がる．

Makyetari. (動）賭け事で失敗する，負ける．（同）esonki.

Makiguru. Dav. (女が）未婚であること．

Makıri. (名）ナイフ．Lapyer. 鞘のついた小さなナイフ．Mos. magiri「ナイフ」と

も言う（makiryeとも言う）．― ani kachu，ナイフで突き刺す．

Makkye. Mos. 別れる，（乗り物で）遠ざかる（マツケ）．

Makko-ivaku. Mos. (マツコイワク），流れ星．

Makko-shamu. Mos. (マツコシヤム），あたりに広がる．

Makubyeka. Mos. 山頂の上にある道．

Makujsye. (名）アイヌの寝台．

Makun-byets. Mos. 多くの支流に別れる川．

3600 ― i khtrchı，第一（大）指骨

― kotan. (地）マヌヤ（Manuya， ）の北方27露里にあるアイヌの村．

Makusi. Mos. 日本語の gokkoに似た海の動物の名，ネズミイルカの一種．

Makusitye. Mos. 自慢する，自分をほめる．

Makusi-tsyepp. Mos. (マクシセツプ），ネズミイルカの一種，魚．

Makutu. Mos. 植物の名．

『ダヴィドフ作成のアイヌ語単語集の批判的考察（Kritische Durchsicht der von Dawidow verfaßten
 

Wortersammlung aus der Sprache der Aino’s.）』のことか？ 詳しくは，拙訳『アイヌ語・ロシア語辞典

⑵』北海学園大学学園論集第85号1995年，p.55参照。
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Mamanao. Kl.Mats. 風．

Mamat. Lang.Kur. 夫．

Mamyeあるいはmami. (名）Mos. エンドウ，豆あるいは莢に入った実全般；日本語．

Mangun. (地）manguとも言う．アムール河畔のソフィヤ村とミハイロフ村の間に住

むギリヤークの種族．

3610 Mandzhu. Dav. 中国人．

Manye，manyenとも言う．Mos. 似ている，日本語の単語．

Manka. (動）富む（神々の訪問に）

― ajnu，抜け目のない（人）．（同）ochınakarinye.

― poro，たくさんのシャーマンの神々．

― poro ajnu，神々が頻繁に訪れる人．

― tusu ajnu，治療が上手なシャーマン（神々に愛されている）．

Manki. Mos. 二本マストの帆船の一種．

Mantokuru. (名）中級の日本のお茶．

Manu，まるで～のように，あたかも～であるかのように．

3620 Manuya. (地）北緯47度54分51秒付近のサハリン東岸の同名の川の畔の村．

Rud. ；シュミット（Shmid， ）では Manuye.

Marabuto. Mos. 客（日本語のmarautoから），⇨ marafuto.

Marafuto. Dav. 集まり．Mos.（marabutoとも言う）祭り，祝宴（日本語のmarauto

（マラフト「客」）から）

Marafuto-noka. Mos. 星座の名．

Marakhto (marakhtu). (名）ご馳走すること．（動）ご馳走する，日本語の単語．

― ki ajnu，ご馳走をする祝宴の主人．

― nye ajnu. 客（単数），客（複数）．

Marye，あるいはmari. (名）鯨やカラフトマスを獲る道具．（形）灰色の．

Maryep. Mos. (マレプ），魚を獲るための熊手状の竿．

Maryeuryeu. Mos. (マレウマレウ），蝶，蛾．

Maryekh，およびmaryekhpo，⇨ imaryekh, imaryekhpo.

3630 Marro. Kl.Mats. 妻．

Maruaj. Kr. 赤い葉をもつ小さい昆布．

注18を参照。
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Masa. (動）（口を）開ける，広げる（kochubuの反対）Ka―，縄を伸ばす，伸ばして

ぴんと張る（tsis’―， 新しい舟を広げる ．

― sıntoko，大きな酒盃（maasaという木で出来た），日本製；日本の漆塗りの黒い小さ

な桶．

Masaku. (名）女性の名．

Masara. (名）海岸の砂丘（たとえば，クスナイ（Kusunaj， ）の），猫．

Masarka. Kl.Kam. 丘．

Masasa. (動）引き伸ばす，（傷口を）広げる．Dav. 開く，手のひらを左右に伸ばす．

Masaskye. (動）はぜる，二つに分かれる（火の上の貝について）．

Masakhsu. (名）海に面したmasaraの斜面（しばしば断崖の形で）．

3640 Masatsikuni. Mos. モミ（トドマツ）の葉．

Masashintoko. Mos. 酒樽．

Masikye. Mos. マツマイ（Matsmaj， ）島にある地名．

Masikinno. Mos. あまりに，高度に，はなはだ．

Maskino，あるいはmaskin’，かなり，とても．― pırika，かなり良い．― porono iku-

chiki vyen，かなりたくさん（ひどく）飲む．

Maskin’（maskinoの省略形），とても強く．― ukojki vyen，けんかを好むのは悪いこと

だ，けんか三昧は良くないことだ．

― khatsiko，とても小さい，とても少ない（同）eoskye.

Maslo tskapf. Dav. カモメ．鳥；Pfによると，masitskapf ～でなければならない．

Massakari. Kl.Mats. Brot. 斧．

Massyenausi. (地 Shm）デスタン（d’Estaing）湾の岬．

3650 Masshaku. Mos. (マツシャク），男やもめ；matsi-shaku「妻のない」～の代わりの省

略形，

Mas’. (名）カモメ．（同）igajye.― tekhkuf，カモメの翼（単数），翼（複数）．

Mata,matajta「冬；冬の」の省略形，Fyur. 冬．Mos. (mataあるいはmada），冬．

Mata-an，Kl.Kam.（mataan），冬．

原文からの直訳。
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Matajnu. (名）男性の名．

Mata-noshkye. Mos. 冬の中頃．

Matajta. (名）冬．

Matakyemojki. (名）冬季のクロテンの捕獲（echoroによる）．

Matapa. (名）冬季，冬（字義通りは，冬の年）．Mos. 今度の冬．Matappa. Dav.

今度の冬に．

Mati. Lang.Mats.S.Sakh. 妻．

3660 Matiyekadzhi. P.M. 処女，乙女．

Matmaj. Kr. 23番目のクリルの島（ミッレルの計算では22番目）．

Matnye. Mos. 雌；女性の（マツ子）．

― bo. Mos. 娘．

― bompo. Lang. Kur. Kl.Kam. 娘．

― guru. Mos. 乙女，娘．

― tsikap. Mos. 鳥の雌，鶏．

Matnyepp. Mos. ラッコの雌．

Matni. Mos. 雌；女性の（matnyeとも言う）（マツニ）．

― bu. Dav. 乙女，⇨ makhnye-po.

― gida. Dav. 雌犬．Ｎ ：makh-syeta（makhnye-syetaの省略形）．

― guru. Dav. 娘．Fr. 元来「女性」を意味する ．

― khuguyukf. Dav. 雌熊．

3670 Matnubi. Kl.Sakh. 乙女．

Mato. Mos. 小さい，若い（v krit. 次にくる語に基づく単なる推定でしかない）

― ibye. Mos. 若いビーバー．

Matomaj. (地）Mos. Matsmaj（日本語ではマツマイ（Matsumaj， ），マツ

マイの町の呼び名．

Matomanaj. マヌヤ（Manuya， ）の南方26露里にあるアイヌと日本人の村（同

名の川の近くにある），Shm. では Matumonaj.

Matti guguru. Kl.Sakh. やせていること．

Mattunaj. (地 Shm）マクン・コタン（Makun-kotan， ）の北方の川．

Matu. Dav. 小さく．Kl.Sakh. 小さい．Dav. Nem . 小さい．

Matuki. Mos. 油を塗るための先の細い棒．

不明

原文では， と記載されている。おそらく， の省略であろうと考え，訳出した。

注20を参照。

拙訳『アイヌ語・ロシア語辞典 』北海学園大学学園論集第155号2013年，p.153を参照。

ドブロトゥヴォールスキ
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Matuku. Mos. 大声で叫ぶ，うなる，嘆く．

3680 Matumyerye-koropye. (名）マルハナバチ．

Matumyeri. (名）ミトン（単数）．Dav. ミトン（複数）．Kl. Sakh. 手袋（単数），４

本指が入るミトンの部分（親指はなし）．

Mattsyshakkuru. Dav. 独身の．

Matchanna. Mos. (マツチヤンナ），コウイカ．

Mat. Kl.Kam. 乙女，女性．

Matechcharo. (名）クロテン用の冬の罠（森の中の）．

Mau. (名）力，強さ，度胸，啓示．Mos. ヨーロッパノイバラ，野バラ．

― gakp. Kl.Sakh. 小さい．― gakfu. Dav. Nem ．より小さい．Ｎ ：Pfによ

ると，naochaku，まだ細かくない．

― ye. Mos. 強さ，力，権勢．

― yetuj. (mavyetuj). (動）死にそうだ（人について）．

― koro，強い（酒について）．

3690 ― ni. (名）ヨーロッパノイバラ．Lapyer.(mahouni)，天然のバラの潅木．

― nin. (名）気絶．

― rokari (Mavr u o kari).
(名）男性の名．

― sakh. (形）弱い，強くない（酒について）．

― so (mavso,mavsu). (名）あくび．（動）あくびをする．

― sura. (動）口笛をふく．

― tepa. (名）ヨーロッパノイバラの花びら，ヨーロッパノイバラの花．

Mauka. (地）クスナイ（Kusunaj， ）の南方107露里のアイヌと日本人の村

（Entrumgomoとも Tunajとも言う）．北緯47度５分．

Mauki. Dav. 東，⇨ chupkagi.

Maukusi. Mos. (マウクシ），浸透する，通る，つながっている，関係がある．

3700 ― ni. Mos. 植物の名，モクレンの一種．

Maunikaop. Mos. 植物の名．

Mausiku. Mos. (眠りから）覚める，目が覚める，酔いが醒める．

Mautachuf. (名）９月．

Mautoj. Mos. 植物の名．

拙訳『アイヌ語・ロシア語辞典 』北海学園大学学園論集第155号2013年，p.153参照。

不明

267

 

M.M.ドブロトゥヴォールスキーのアイヌ語・ロシア語辞典 （M.M.ドブロトゥヴォールスキー著，寺田吉孝訳，安田節彦訳)



268

北海学園大学学園論集 第158号 (2013年12月)



Maushiokoru. Mos. (マウシヨーコル），あくび；あくびをする．

Makh (makh),makhnyeの省略形，女性の；雌（複合語の中で）．

― koro. (動）結婚する．

― kuru. (名）皮や骨のない柔らかい部分（肉）．

― nye（あるいはmajnye），女性の；雌（複合語の中で），植物の葉鞘，⇨ ogkayu

― nye kina. (名） の一種；花も種もない草；植物の葉鞘，⇨ okhkayu.

3710 ― nyeku. (名）女性，makhtekuとも言う

― nu. (動）結婚する．Kvani makhnu khyemaka，私は結婚した（男性）．

― pa，⇨ ijka.

― po. (名）娘．

― sakh. (形）（男が）未婚の，（男が）独身の．

― syeta. (名）雌犬．

― ta，森の方へ，岸から，⇨ pıs’ta. Makhta an tishye okhta okaj，森にある家に住

む．

Matsyenyebu. Dav. 娘．Lang.S.Sakh.

Matsi，あるいはmachi，省略形はmakh. (名）妻．Dav. 女房，妻．Kl. Sakh. 妻，

女性．Mos. 女性，妻，結婚した女性．

― bo. Mos. 娘．

3720 ― ka. (名）妻，女性（ロシア語風の語法）

― karuku. Mos. 姪，おば，従姉妹（いとこ）．

― koro，結婚する；結婚している（日本語風の語法）．

― koru. Mos. 結婚している．

― nyebo. Mos. 娘．

― nye gye katsi. Mos. 若い女性．

― nyekoro，結婚する．

― rivaki koro，あるいは，より良くは umatsirivaki koro，従姉妹（いとこ）たち．

― shaku. Mos. 男やもめ．

Matsirye. Lapyer. われわれの鞘つきのナイフにアイヌがつけた名．
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3730 Matsiryenitsi，あるいはmakiri. Lapyer. 鞘つきの小さなナイフ．

Matsiya. Mos. 小さな家，小さな店．

Matsiyantono. Mos. 街の監視人；日本語の単語matsi「街」，ya「家」および tono

「旦那」から生じたと思われる．

Matskur’. Dav. 結婚している．Kl.Sakh. 夫．

Matsni tskapf nyevatori. Dav. 雌鶏（ニワトリ）．Ｎ ．makhnye tsikap「雌の鳥」と

nivatori「雄鶏」．

Matspu. Dav. 娘．Lang.S.Sakh. Kl.Sakh.

Matsunau. Mos. 十二支の１番目．

Matsunki. Mos. 料理がのった皿．

Mats. Lang.S.Sakh. 妻．

Mats shakpi. Dav. 男やもめ．

Machi，⇨ matsi.

― rivaki. (名）従姉妹，従姉妹たち．

Machiri. (名）傷，唇を染めるときの切傷（⇨ sinuyeおよび unuye）．

― kara，（動）傷をつける，ひっかいて傷をつける．

― koro，傷ついた（ajnu「人」）．

Machir. Kr. ツノメドリ（複数）（鳥）．

3740 Machta. Kl.Mats. 冬．

Masha. Mos. (マシヤ），ノボタノキ属の一種の木の名前（日本語のmasakiから）；切

り落とされた（削って平らにされた）木の幹（日本語のmasaから）．

Mashauchu. Kr.（地）11番目のクリルの島（ミッレルの計算では10番目）．

Mashi，Mos. 海のカモメ （マシ）．Lapyer.（machi），海のカモメ，海岸にいる水か

きのある鳥．

Mashitanbye. Mos. コウイカ．

Mashkino pon’. Dav. 少ない，ほとんどない．Kl.Sakh. Mashkino pon，少ない，ほ

とんどない．

Mayagius. Dav. 長期にわたる発疹，かさぶた．

Mayaigi, mayajgi. Dav. 鳥肌（mayajgi），ひどい痒み（mayaigi）．Mayaj gi. Mos.

疥癬あるいは疥癬の発疹（mayajkyeとも言う）．

― us. Mos. 疥癬にかかった～．

Mayajgius. Dav. いぼ．Ｎ ：mayajkyeus，疥癬の～，ひどい痒みのある～，mayaj-

kyeushとも言う．Mos.

ドブロトゥヴォールスキ

不明

原文からの直訳。ホンケワタガモ，オオケワタガモのことか？

不明
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Mayajki. (動）むず痒さを感じる，痒い．

― araka. (名）疥癬．

3750 Mgach. (地）ドゥーイ（Duj， ）哨所の北方のギリヤークの村，Mgrachとも言う．

Glyen.

Myego. Dav. 猫．

Myegyum. (名）静脈洞（魚では背中の近く）（血が流れている），静脈管（脊柱にあ

る）．

Myei. Mos. 寒い；寒さ．

― koru. Mos. 寒い，寒さをともなった．

― koru kotanu. Dav. 寒い気候．

Myejan. Pf. 厳寒，mianとも言う，― 寒い（myei「寒い」から）；v kritikye.

Myeko. (名）雄猫，猫．

Myeman. (動）冷ます（スープ，お茶を）．（同）tuvaraおよび rubbus’-kara.

Myembiro. Dav. ニンニク（日本語のmyebiruから）．

Myemu. Mos. 古い河床．

3760 Myemukye. Mos. 誰かの代わりを務めている～，他の人の職に就いている～．

Myem. Kr. 小川．Lang.Kam. 川．

Myenakyes’naj. (地）大トゥナイチァ（Tunajcha， ）湖に注ぐ川．

Myenako. Brot. 女性．

Myenapuf. (地）マヌヤ（Manuya， ）の南方211露里の岬（リェヴェンシュテル

ン）およびアイヌの村，Myenaputsiとも言う．Gl.

Myenas’. (名）寄せ波を起こす風，北北東の風（チェプフナイ（Chyepukhnaj，

）では koj poro），トブチ（Tobuchi， ）では南東の風．

Myenashi. Mos. 十二支の４番目，メナシ（Myenashi， ）山脈，「東，北東」

の意味．

― guru. Mos. 東のアイヌ（字義通りは，メナシ山脈の人）．

Myenashiun. Mos. 東の（Pfによると，unはここでは生格のしるし）．

― guru. Mos. 東のアイヌ（単数・複数）．― Myenashiun-guru tanye-bo yupkye
 

ashiuru ashi iryeka anna，東のアイヌたちが今日結集して，襲撃をした．

注21参照。

おそらく， のことであろう。
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